
市民憲章
072:くしだちは、利根川と手買召じ刀こまれ目前と歴史巳は
ぐくぎn:c.主民子の市民です。
わ:c.<しC.~ld、出ヨ宗青文化記弔をめさす百民としての誇
りをもち 明日への開いをこめて、ここ1=市民事章を定めま亨。
水と躍と土町三高いガいっぱいの住みよい高Uこ1こします
A')と体をきEえ生き生きと圏き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの事を育て幸せ1doびこにしま事
ふるさと在重し文{じを高め盟ガなあびこむします

みん阜で苗しあいさまり在守り 明るいあびこにします
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す
ω

世
代
に
よ
っ
r
k

支
え
ら
れ
る
校
総
み
に

災
対
の
完
治
と
万
一
的
事
故
に
滋
緩
急
ッ
て
い
ま
す
。

Jmw
役
判
例
を
州
市
た
十
国
民
年
金
H
M
、

ナ

ベ

つ

ま

り

、

q号
制
度
は
、
対
日
叫
ん
批
持

て
の
公
的
年
金
内
築
礎
と
し
て
‘
主
く
を
U
と
つ
mw
府
軍
拡
に
と
た
よ
ろ
な
も
め

将来吋
年
金
制
制
度
は
先
行
き
危
な
い
め
ぞ

怖
い
か
い
と
い
う
訟
を
と
き
ど
き
珂

し
ま
す
α

こ
れ
か
ら
の
け
日
本
は
ど
ん

ど
ん
お
年
終
り
が
滋
え
て
、
戦
後
円
ベ

ヒ
i
ブ

i
ム
川
口
数
代
が
本
球
を
湖
え
る

頃
に
は
年
金
制
刺
殺
は
つ
ぶ
れ
て
し
ま
3

の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
℃
す
L

i
z、
1
W伐

1

f

炉
供
出

V
T

:

ー

時
間
リ議

Jぇ、
才L

均込

確
か
に
今
、
働
く
交
代
6
人
玄
2
人

的
判
梓
申
借
り
を
支
え
て
い
る
の
が
、
総

齢
化
め
ピ

i
ク
と
を
る
幻
世
紀
は

v

め

に
は
昌
人
で
2
人
ど
い
う
司
」
ー
と
に
な
り
、

年
金
総
燃
は
そ
め
時
紋
も
蹴
し
い
時
代

を
同
一
え
る
二
L

と
に
な
り
ま
す
べ

改
正
J

則
的
公
的
特
魚
川
州
市
役
、
数
一
域
公
去
一
手
金
や
保
隠
す
ゐ
た
的
、
九
五
一
巡

ご
と
に
分
弘
し
て
い
て
、
品
閣
総
機
冷
や
炭
ξ
主
、
え
る
築
時
年
余
縦
波
が
線
人
さ

総
数
構
法
的
変
化
に
よ
り
波
紋
終
決
め
れ
、
同
時
に
年
全
の
給
付
水
準
も
齢
制
労

4
7に
危
機
に
お
る
叫
制
度
も
お
て
き
て
校
僚
と
バ
ラ
ン
ス
が
し
乙
れ
る
よ
3
h
u
淡

い
ま
ナ
ω

ま
た
、
手
均
め
年
金
総
攻
加
討
と
な
り
将
来
の
然
体
問
料
負
担
も
大

入
守
数
も
ど
ん
ど
ん
禅
問
V

て
き
て
い
ま
き
く
な
ワ
す
容
な
い
鐙
変
に
抑
干
り
れ

す
の
で
与
の
ま
ま
で
す
〉
現
役
勤
労
ま
し
た
の

告
の
災
令
め
蛸
酬
が
機
大
に
な
っ
て

L
ま

つ

ま

り

、

際

紛

1
0
0
M
T端
的
年
金

い
、
ニ
れ
全
文
え
る
保
険
料
au
附
く
な
判
例
夜
会
最
も
献
し
〈
な
ゐ
時
合
品
川
同
時
L

ら
ざ
る
を
え
や
E
〈
な
り
、
険
制
制
約
終
弊
て
、
そ
の
時
に
本
カ
じ
が
ザ
ふ
慌
が
そ
の
叫
況

を
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
A

訴
え
守
悶
市
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
火

よ
れ
で
は
う
わ
さ
の
よ
ヲ
に
公
的
年
子
術
い
か
行
わ
れ
た
わ
け
で
、
ニ
れ
に
よ

品
滅
的
特
来
は
略
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
り
制
仇
ほ
と

L
て
は
安
定
し
持
来
的
拡
斑

せ

ん

円

し

も

明

る

く

な

ヲ

た

わ

け

で

寸

そ
ニ
で
部
品
成
約
伎
会
般
を
見
直
し
、
田
明
転
、
ん
あ
燃
で
設
7
0
0
万
人
も
丹

将
来
に
様
式
る
止
め
引
停
4
月
に
制
度
入
が
加
入
し
、
名
後
的
佐
治
的
大
き
な

の
大
改
交
が
築
城
さ
れ
ま
し
た
"
支
え
と
な
っ
て
い
ゐ
公
的
年
金
約
疫
が

制
判
晴
之
内
咋
川
氏
に
よ
る
燃
…
古
市
長
な
く
?
¥
な
く
な
る
4

岡
山
へ
芋
金
が
い
ろ
い
ろ
な
鉄
総
に

な
っ
で
い
ま
す
が
マ
問
問
仁
吋
年
ム
泣
い
、

も
公
的
な
も
の
と
鉱
山
町
な
も
の
で
は

お
然
そ
的
性
陪
や
役
緩
い
か
異
な
ヮ

金
に
は
な
い
次
め
よ
う
な
同
付
税
庁
あ
り

ま
示
。

内
V
M
附
が
、
年
金
支
給
頼
の

3
分
的
ー
の

ほ
か
、
事
務
品
目
に
う
い
て
も
A
H
似
し
て

部
門
が
運
営
す
る
校

会
派
俳
間
約
後
約
ひ
と
っ
て
あ
り
、
設

も
が
問
問
え
る
お
品
問
的
中
川
治
的
棋
十
俗
的

部
分
を
田
山
附
叫
ん
ふ
体
に
平
浮
じ
弾
性
却
し

レ
±
，
と
す
る
も
め
て
す
G

こ
れ
に
吋
し
、
級
人
微
小
倉
は
、
隣

人
い
か
任
意
に
生
命
保
叫
用
品
百
詮
や
抑
制
機

ぬ
な
ど
と
契
約

L
て
総
け
一
殺
を
縦
波

て
て
お
い
て
、
主
設
に
一
応
金
と
利
息

を
受
絞
る
と
い
う
ぷ
町
議
い
に
は
か
な

ら
ず
、
が
と
っ
内
術
品
で
あ
っ
て
、

加
入
、
収
滋
は
閥
闘
で
す
他

ず

ま

に

、

間

内

人

配

ワ
物
倒
州
上
問
刊
に
応
と
て
も
年
金
制
ち
'
れ

か
る
物
議
ス
ラ
J

ド
制
に
な
っ
て
い
て

年
殺
の
榊
荒
波
術
協
を
地
持
し
ご
い
る
。

。
涜
扶
張
市
町
年
金
や
議
総
年
金
な
ど
の

涜
族
給
付
、
明
筑
や
ケ
カ
め
と
き
の
裁

発
給
付
が
あ
る
。

こ
内
よ
う
に
、
間
関
災
体
中
金
と
偶
人
祁

殺
を
比
一
較
し
て
み
る
と
、
か
な
り
的
浅

い
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
つ
同
氏
余
体

的
機
夜
叶
耕
助
で
あ
る
同
氏
年
金
主
ど
品
川

沿
川
町
年
余
を
作
柄
本
》
し
、
そ
の
う
え
で
、

自
分
的
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た
加
胞

に
苧
'
ず
な
ど
そ
弔
え
た
、
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J
L
A酬の京

本
氏
第
、

本
税
路
事
叩
た
と
き

*川地戸域主
v

た
と
き

本
配
偶
者
の
波
紋
義
昌
と
主
っ
た

と
き
一
結
婚
収
入
山
-
配
偶
苦

a
℃
走

」士一
v'E一

必
中
松
問
問
お
の
ほ
松
義
苫
で
な
く
な

ご
口

izd
融
機
。
収
入
増
‘
必

然
持
カ
消
防
戦

岳
小
刻
州
例
制
か
転
職
し
て
加
入
館
中
全

日
制
時
を
出
品
え
た
と
さ

ネ
他
制
山
以
内
在
帥
年
ふ
Tur受
け
る

こ
と
に
ふ
わ
ゆ
っ
た
1

き

本
保
険
料
円
支
払
い
方
法
令
ぶ

?ι

た
と
丞
~

るニと

ができるようになり、生活設量すには士かせ'"いる0りにm

すぐ届日出を

回
関
長
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
仔
れ
ば
な
ら
な
い
人
(
強
制
加
入
者
)
は
、

S
本
密
内
に
住
所
が
あ
る
却
歳

以
上
側
綾
来
燃
の
方
で
す
。
納
付
の
内
容
な
ど
の
漠
い
に
よ
り
、
次
的
3
穫
祭
に
骨
か
れ
ま
す
。
サ
ラ
リ

ー

γ
ン
の
方
は
会
設
各
滋
じ
て
加
入
平
続
き
が
と
ら
れ
ま
す
が
、
議
出
冨
緩
め
方
誌
、
日
刊
織
に
な
る
と
自
然

閣
総
革
命
的
知
人
袋
一
e
目
立
り
議
す
の
で
、
市
役
所
革
命
係
へ
繕
け
山
出
会
し
て
く
だ
さ
い
。

E
一

b

aヲ
マ
、
イ
ヲ

ま
た
、
蕊
同
病
替
か
転
職
な
ど
で
加
入

年
金
判
明
泣
か
変
わ
っ
た
と
き
‘
た
と
之

ば
夫
が
共
済
総
合
か
ら
厚
生
年
金
保
険

に
変
わ
っ
た
と
き
な
い
と
は
守
実
は
引
き

校、バマ態打
4

は
り
被
保
険
殺
そ
あ
る
、
五
に

た
だ
し
、

保
険
内
被
保
険
者

2
2ち
境
保
協
句
者
ぺ
仏
札
可
決
鐙

合
的
遺
合
民
法
ひ
そ
め
同
開
放

品
質
削
臨
終
皆
、
同
国
民
年
告
の
老
齢

年
金
、
一
域
間
持
忍
鈴
年
五
引
法
び
卓
也
、
財
基
縫

年
会
的
繰
り
上
げ
交
法
る
況
だ
J

て
い
る

守色

的郎防問時火山相…

て
い
ま
す
。

一
号
一
緒
一

一
q
d
日
汁

一

A
M引い

篠
宮
島
勺
い
融
機
険
者

的
被
叫
制
緩
総
偽
織
で

防
本
間
嗣
内
に
伎
一
附
令

者
す
る
m
川
競
以
上
印
蔵
米
瀦
帝
人
総

川、υ
号
淀
川
開
山
間
持
の
資
併
を
取
得

L
た
L
ζ

き
‘
ま
た
は
健
保
険
者
内
崎
山
則
合
第
3

号
災
保
険
者
に
変
わ
り
た
と
き
は
、
沖

U
以
内
に
1

資
格
取
得
一
陣
討
会
一
史
)

M

怖
い
や
一
徒
出
し
、
都
3ω
ラ
被
仇
九
州
民
で

あ
る
こ
と
肉
体
認
ゐ
お
λ

け
る
ヤ
一
と
よ
M

必

制
的
た
く
て
も
治
的
h
れ
ま
せ
ん
P

例
的
活
れ
約
期
間
関
門
あ
る
小
乃
は
、

闘
営
機
密
・
自
揖

織
・
蹴
臓
機
従
事
畿
な

y
い
隙
本
剛
捌
内
に
絵
鱗

骨
骨
甘
す
る
年
齢
が
泌
総
以
上
mw綴
米
滅

的
人
a
e
附引
I
U
H問
地
河
内
関
誌
の
A
K
陥川
A
e
v取

得
し
た
と
君
、
ま
た
は
絞
保
険
話
内
総

別
刊
か
議
2
サ
被
保
体
間
設
に
家
わ
っ
た
こ

き
は
、

-
d
z
n
N
以
内
に
「
長
同
市
取
得
(
持

切
変
更
忠
一
ー
を
捻
出
す
る
こ
と
に
立
っ

て
い
ま
1

M

桝
歳
ま
で
の
方
は

後
意
加
入
す
る
こ

と

が

で

き

ま

す

昭
和
削
阿
部

4
持
か
ら
滋
和

…
凶
年
3
月
ま
で
の
樺
険
料

一
月
額

7
、4
9
告
m円

{
I
l
l
i
-
-
l
i
-
-
j
j」

念
制
定
に
す
る
た
吟
仁
も
、
押
保
印
叫
段
問
U科吋を

与
ち
J

ん九
y乏}ト治棉仇灼心る

~)γミ
r

保険剖科竹た
ωは叫
2
年
た
つ
と
、
み
と
さ
一

泥
炭
年
金
内
保
体
問
科
は
約
的
ま
し
た

か
J

約
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、
も

う
一
中
ほ
お
絞
め
く
ど
き
い
っ

主
絞
め
γ
万
一
の
と
き
忠
治
的
主
え
に

と
ふ
ろ
か
保
険

内
事
的

tt5 vr 

組
織
蟻
輔
が
鶴
め
品
私
事
ハ
い

、

勝

之
口
ゲ
性
保
持
、
品
や
と
な
っ
た
鴻
九
日
は
、
災

保
険
者
は
特
い
m
闘
ロ
パ
年
金
め
手
続
き
そ

す
る
ヴ
ル
裂
は
あ
け
ま
せ
2

九

た
た

L
、
第

2
5淀
川
比
険
者
ま
た
は

ま
し
た
し
た
カ
っ
て
人
正
日
早
i
汁

j
u
辺
以
前
に
学
士
れ
た
方
(
M
m

柏
町
判
部

4
弓
I
R
H
に
お
い
て

ω段
以
上
で
ゐ
る

お
で
U

吉
め
、
出
哉
に
達
す
る
ま
で
の

潟
、
一
治
則
氏
午
金
に
任
怠
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
ν

i
え
川
り
あ
り
ま
す
め
て
ニ
問
問
時
く
万
き

、

年
合
主
ど
か
殺
げ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
い
は
か
り
か
、
来
治
相
矧
開
聞
が
長
く
も
る

と
将
来
、
老
齢
基
捻
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
、
」
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
持
分
の
た
め
に
も
、
安
定
し
た
年

rμυ
人
生
に
片
山
、
添
い
か
吋
な
い
事

故
や
病
気
て
、
然
淡
い
引
を
約
め
た
〈
ぐ

ら
杭
め
る
↑
}
と
か
て
き
な
い
時
台
か
あ

り
ま
す
こ
ん
な
と
き
の
た
丹
に
保
険

判
的
役
険
料
削
授
が
あ
り
ま
多

保
険
料
約
免
件
町
山
川
、
が
川
内
か
低
い
な
総
印
、
同
時
殿
山
陣
内
は
、
ふ
例
年
山
改
め
前
期
押

し

f
e
a

た
の

E
w
m
に
ふ
て
は
家
日
て
い
る
か
わ
か
る
も
的
を
持
参
し
、
お
い
て
く

埼

人

口

に

認

め

ら

れ

ま

す

た

芋

い

c

免
除
何
本
認
基
準

m
g安
は
、
川
市
一
帯

免
除
を
受
け
た
鎖
国
同
は

内
所
得
台
計
(
民
年
度
一
が
1
0
H
u
h
a
m門

追

納

し

ま

し

ょ

う

以
i
て
あ
る
こ
と
で
す
よ
。
、
ぷ
終
に
開

存
者
九
十
日
間
弘
次
法
問
ぬ
扶
集
長
か
け
る
と
、
何
険
料
の
免
除
4
A
A
け
ま
す
久
将

米

、

芯

附

紘

一

き

そ

の

期
間
に
つ
、
州
市
品
吹
い
村
を

海
外
に

M
n仲
は
し
ご
い
る
原
一
生
年
会
保
険
的
被

保
日
間
信
や
佐
一
品
川
総
合
内
組
合
同
は
、

匂
校
、
第

2
5被
保
険
討
し
一
主
り
ま

閤

民

年

金

の

お

瀦

み

言

海
外
在
住
者
に
も
加
入
の

論
が
関
か
一
れ
て
い
ま
す

ず

か

こ
の
程
け
山
山
キ
L
Vれ
安
寸
Y

一
制
的

な
〈
て
も
2

。
ぃ
閉
山
氏
年
八
市
内
保
険
料
牟
一

治
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
ぷ
パ
一
一
/
勺

/
外
現
さ
ん
」
~
あ
ま
号
彼
州
出
均
一

ま
い免
除
ゐ
d
A
け
た
仙
削
減
同
時
、
初
年

前会
F
て
さ
か
の
は
っ
て
き
時
点
川
保

険
料
て
拘
め
る
こ
と
か
て
き
る
山
一

怖
と
口
一
一
紋
変
か
あ
り
表
す
n

一

免料開
b
Aス
げ
た
出
期
間
仰
の
あ
令
方
一

は
ー
一
制
約
り
れ
る
よ
ヲ
に
な
ゥ
た
一

持
欲
的
年
金

新
し
い
川
山
氏
年
金
鳴
し
は
、
日
午
生
年
金

や
共
占
領
令
に
加
入
し
て
い
る
ザ
ラ
リ

の
↑
々
か
局
ん
で
お
り
ま
す
か
、
主
だ
の

ち
は
す
く
に
附
け
出
て
く
だ
さ
い
U

再
竺
ん
的
保
険
料
は
、
ご
主
人
的
協

へ
す
る
職
嶋
的
年
金
約
境
内
対
す
年
金
a

す
し
、
そ
内
被
H

似
務
飢
川
間
荷
は
桝
ぞ
み

札
ワ
同
時
保
険
釘
に
と
り
主
す

し
か
し
ニ
れ
り
の
人
は
市
外

に
済
休
す
る
と
い
一
つ
日
付
味
性
か
り
、

川
山
民
年
主
的
加
入
子
伐
さ
な
ど
を
河

で一

Y
7
二
一
日
話
会
E
2
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反
映
で
は
を
い
で
し
ょ
う
均
拭
な
と
か
け
た
回
合
的
娘
た
ち
が
、
す
る
お
遍
路
さ
ん
の
姿
が
見
、
つ
け
ら
れ
崩
」
と
あ
り
疲
労
で
口
内
先
か
由
痛
に
と
、
こ
の
日
は
現
去
我
孫
子
市
距
離
に
匹
散
し
ま
す
。
こ
の
信
仰
心
崎

な
か
り
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代
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ム
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よ
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史
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、
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す

。
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を
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め
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に

伝

え

た
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王
る
ま
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
ー
る
た
め
に
活
動
し
ま
す
指
し
、
住
民
的
全
員
に
自
治
会
住
吉
」
叩
儒
件
を
み
せ
な
が
ら
三
人
五
人
と
こ
円
相
民
主
埼
巡
り
て
は
、
ベ
リ
は
T

出
府
レ
と
あ
り
名
主
投
の
用
務
で
創
刊
附
を
巡
り
そ
の
た
め
利
恨
川
を
2
か
っ
た
の
で
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司
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。
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せ
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伐
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。
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主

ん

て

い

ま

す

叫

宮

人

と

f
供
か
ま
心
し
て
梓
ら
せ
主
的
に
す
る
よ
う
努
力
し
ま
す
n

へ2
年
度
あ
た
り
か
ら
、
比
較
的
住
民
向
り
ん
と
的
ど
か
な
持
の
古
が
す
る
一
一
;
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U川
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ま
も
地
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片
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る
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め

に

活

動

主
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の
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大
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て

…
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母

子
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2
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を
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く

ー

さ

れ

て

い

る

新

何

回

型

車

寸
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し

ま

す

ラ

リ

ア

/

て

す
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毎

月

行

わ

れ

る

い

ま

す

地

域

社

会

の

一

層

の

充

実
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均

こ
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正

H
年

一

変

に

出

版

さ

れ

か

こ
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テ

!
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は

余

り

本

絡

的

に

向

草
木
同
地
を
は
じ
め
近
昨
日
出
会
定
例
役
員
会
喜
的
、
自
治
会
一
大
目
指
し
、
白
治
会
員
一
向
車
る
章
一
た
去
の
ほ
と
り
い
の
一
里
、
新
主
悦
し
て
詰
の
夢
か
舵
ら
れ
た
蕊
休
ん
た
の
で
し
ょ
っ

u

M

搾

っ

て

い

ま

す

け

取

り

i
げ
ら
れ
と
こ
と
か
あ
り
ま
せ
一

一

行
事
で
あ
る
1
月
の
て
す
が
、
新
木
地
区
は
恥
た
ち
を
合
的
加
凹
同
制
限
立
世
相
吋
巡
り
の
情
肢
が
捕
か
水
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占
丈
舎
に
興
味
深
い
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が
巡
礼
中
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1
日
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約
川
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を
宇
き
、
こ
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し
て
利
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を
行
っ
た
り
来
た
ん
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近
世
以
来
的
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間
信
仰
の
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と
中
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、
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ラ
ソ
ン
大
会
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o

新
本
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地
、
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新
木
、
下
新
木
、
吾
妻
古
均
れ
て
い
ま
す
o

u

有
名
町
中
勘
助
は
大
時
っ
て
い
ま
す
ο

こ
の
年
6
月
に
柴
崎
太
体
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か
一
昨
の
主
埼
を
巡
っ
て
い
る
訳
り
加
同
も
従
っ
て
「
家
内
安
全
子
日
付
つ
の
拠
り
所
で
あ
っ
た
こ
の
新
阿
国
崎

月

2H4り
な
ど
に
等
住
民
的
多
い
割
に
は
、
葉
駅
室
一
正
時
代
千
代
詩
で
創
作
活
動
を
村
の
当
時
宮
内
名
主
カ
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巡
り
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で
す
か
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え
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子

延
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叩
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を
話
し
た
の
で
し
相
町
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埼
を
こ
の
ほ
ど
地
域
史
研
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は
、
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す
し
も
主
婦
倫
な
と
行
政
関
係
円
恩
恵
に
あ
す
か
る
午
行
っ
て
い
ま
す
が
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世
作
の
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め
ま
す
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持
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し

て
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間
川
拝
」
会
終
え
た
柴
崎
村
内
究
的
一
テ

1
7
と
し
て
丈
化
財
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在
朝

と
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供
た
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に
の
み
融
合
カ
少
主
い
よ
う
で
す
n

時
々
事
情
叫
の
匙
い
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の
ほ
ど
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な
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地
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各
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所
を
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後
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日
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中
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沼
を
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す
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す
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と
な
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あ
ろ
フ
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と
思
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ま
す
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で
人
気
ト
ソ
ブ
と
な
へ
と
逆
に
廻
っ
て
い
ま
す
c

毒

は

実

一

十

四

ば

ん

戸

室

師

草

t
主
ク
相
情
、
可
申
草
!
主
き
こ
と
に
な
り
ま
し
た
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由
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会
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総
出
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早
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を
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し
ま
す
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向
り
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隠
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た
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叫
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い
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自
治
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あ
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リ
ま
ち
か
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し
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世
慌
で
。

治
会
が
発
足
ι

現
ト
忙
の
世
信
教
は
f
O
5

0
耽
慌
を
数
え
る

会
長
内
持
沢
議
さ
ん
に
白
人
川
会
主
制

|
私
た
七
円
、
あ
ら
き
肝
円
治
会
l

「

|

|ht¥
金、八一

;

手

vr あ(5) 1987. 11. 1 

我
孫
子
で
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局
会
議

隣
国
関
男
ゆ
か
り
の
職
、
一
堂
拡

ており S Hi !( 
!持j fIサ di* fi'i-jU": 
11;- 、 ffij Lγ11: 
t，p ノ tt 上グ) U 
11 fH !ど j t，p l' 
"指向怜と出か
し二."成、 i升 '1
f二グ) 10- ，_叩男/し
!ll. q 1ニBj グ》た
オミ 努半 :;:~ !W L'p 守山 1¥1 
"jy グ〉長長 IIJ カー 同1'11品
グ).flt7う[ミ1りを自ワ
r1i frn ~1jグ〉汚t 勾}
同J r 10山Jlt!. ftぇ 麟畿家ア-麟ぶA事務局会議
村 rh IJかめに人 鶴畿ふ一一議議翠

機懇畿緩み一議議議事円内はm田富男
た>/) L 町 (ニ j也 tl'J鳴謹襲撃懇襲撃畿勢 で型 ~Y~ (土
ゐ事々二なめて 噌窃欝麟グ (こ杓サ/，)¥ 'ti-
二 Jm t グ〉り?品ノ1-;:;h ミ ~t，i手
宇 .t-，-" ， ~p 手玄白今 I山}ま(. IllIそ同 if'' ノ知県
な j、山 IJ. ，_悶J百 L rli f1rれ'主 5 のト崎 i宝
と向山、たか!ぬよ L 地に先月号の町野
か 、カ色料I 先 τ占カ .~t は止 III に台第 、lfi
品れiりた にの け、くの I羽の 1 .，';，; 
し "のに 1I自給 1M 人今 (f~ J也f1i'泣 [~11 何i
{t-グ) J也。夕、 11>来自主 H 2t :-¥グ '11ま説
わピミ同 ?一、町ヰ ι長凶削~，市名 11'
れイし rTi ~IT~ ゐ '1 ι長ーと ti4 同年でft'，.， 
t を阿r!Ij 二品川明我年市は、『村
上吊に w との悼，~干のに仰す?圭

空
に
謬
ゆ
て
お
れ
て

τ万
人

ア
ラ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

l
に
長
い
列

ヤ
者
、
ア
ラ
イ
ク
7

ウ
サ
ベ
と
選

ぶ
ふ
れ
あ
い
動
杓
一
フ
/
}
は

f
供
述

内
人
討
を
集
め
て
い
ま
し
た
一
行
、

格
安
の
古
宅
市
は
主
婦
に
大
財
百
円

主
カ
に
は
お
弁
当
を
広
げ
ゐ
京
快

速
れ
も
見
か
け
ら
れ
、
秋
本
器
内
l

H
ヰ
一
年
し
ん
で
い
ま
し
た
り

産
業
ま
つ
り
&
消
費
生
活
展

古
風
一
週
て
秋
吋
れ
の
叩
月
日
口
氏
内
定
流
を
涼
め
る
た
め
に
聞
か
れ
て
、

湖
北
白
中
央
公
院
で
産
主
ま
つ
り
と
今
年
で
6
凶
目
川
口
ノ
コ
ン
か
ら
出
杓

油
代
生
活
民
が
一
打
わ
れ
ま
し
た
η

河
ま
て
か
展
市
さ
れ
て
い
主
し
た
ま
た

時
間
併
は
守
年
初
め
て
と
あ
っ
て
ロ
凶
目
を
迎
え
た
消
世
牛
活
反
町
一
ワ

l

ム
五
時
に
は
制
カ
り
大
吟
の
人
カ
論
的

7
は
「
水
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題
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伐
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市
消
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者
向

掛
け
車
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詰
は
品
去
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高
内

7
万
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会
な
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J

加
9
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体
か
、
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ら

産
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つ
り
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地
一
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と
市

J
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れ
た
市
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に
、
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安
全
刊
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八

h
b

切
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い
ま
し
た
り
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ア
ト
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ョ
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で
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ア
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コ
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か
り
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た

9
ヌ
キ
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れ
る
と
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気
に
山
へ

，~ 

「
調
住
地
内
に
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ヌ
キ
カ
い
ゐ

エ
サ
も
な
い
し
こ
の
ま
主
で
は
死

ん
で
し
ま
う
」
ー
平
和
台
町
市
佐
南

小
に
近
い
調
住
地
に
タ
ヌ
キ
カ
迷
い

込
み
、
市
民
か
ら
の
辿
報
を
受
け
た

勾
境
保
全
課
て
は
山
口

n
H
H校
山

作
附
?
を
展
開
、
無
ト
ド
楠
地
し
、
近

く
の
山
林
に
対
し
ま
し
た
〈

ー
向
日
は
f
T
恭
子
で
捕
ま
、
ぇ
上
う
を
こ
の
タ
ヌ
キ
二
週
間
的
か
ら
」

し
た
も
の
の
、
山
キ
一
む
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た
し
て
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「
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や
U
と
り
山
カ
h
い
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抗
に
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い
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敗
午
後
か
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h
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h
H
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抑
協
カ
ら
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借
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近
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の
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明
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の
住
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の
応
誌
も
m
H
て
、
総
勢
却
し
て
ら
こ
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な
住
主
地
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ま
と
タ

人
か
却
分
が
か
り
で
タ
ヌ
キ
を
迫
い
ヌ
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会
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か
い
ゐ
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す
わ
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と
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つ
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捕
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磁
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台
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伐
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綴
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日
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な
カ
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グ
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っ
て
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ま
し
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暴
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で

作
ぷ
鋭
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か

機
織
機
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d
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の
く
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あ
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鰯
鰯
勢
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川
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ま
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、
市
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め
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ウ
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コ
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介
し
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「
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同
人
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挑
帆
し

て
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ま
し
た
弓
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ス
ポ
ソ
は
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史
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テ
イ
ノ
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で
本
盟
ボ

l
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を
こ
ろ

カ
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、
セ
ノ
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し
て
あ
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点
ル
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}
に
入
れ
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ゲ
!
ム
こ
れ
か
ら
人
矢

を
昨
ひ
そ
7
て
す
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湾
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か
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さ

れ

ま

す

一

員

会

か

ら

午

後

九

時

愛

で

イ

ン

テ

ず

ア

カ

ゲ

ヂ

技

L

…

一
に
出
内
内
従
業
を
凸
見
点
す
と
と
も
i
ム
ト
九
会
三
i
m
H
M
前
八
ム
m
m
山
内
子
一
三
一
。
雌
醸
し
物
~
仰
い
は
♂

E

一

に

、

主

主

立

ち

至

、

勺

段

、

全

/
Y
号

室

毒

殺

コ

ー

ナ

ー

rm
二

一

く

f

E

z

-

-

L

以

Fr〓フ
ミ

時

て

2

2

2

で

一

二:ェ子
L

ま

た

新

鮮

な

主

へ

一

一

幸

一

~
i
z
鍍

帰

小

学

蓄

字

コ

ン

ク

i

f

J

:

予

っ

く

り

ハ

ム

ム

か

い

簡

な

主

計

ヘ

量

'

一

一

問

。

持

か

も

H

E

-

-

一

…

2皇
帝

長

い

き

仁

三

弘

業

υ同
一

間

口

付

公

重

義

的

部

売

(

ア

ヘ

一

一
し
ま
す
り
一
家
紋
お
そ
ろ
い
て
お
ミ
/
い
U
L『

2
E
m
む
央
主
二
一
ウ
;
専
(
今
出
口
時
か
ハ
午
ん

一

出

か

け

〈

E

n

-

-

ゾ

田

市

川

中

守

主

主

で

一

一

2

2

2

2

2

9

M

F

錯

額

一

時

i

要
っ
く
り
ハ
ム
・
豚
肉
・
淡
一

一
時
ゐ
り

F
r乏
で
共
川
議
会
山
由
付
制
約
/
f
l
i
¥
健
努
+
早
急
庁
い
田
耕
一
時
間
服
売
コ
ー
ナ
ー
午

E

…
交
付
、
午
後
1
持
て
ら
時
三
て
ヴ
ィ
定
二
、
午
沿
い
広
か
ら
午
後
2
1
吋
面
的
一
時
か
ら
午
後
2
時
五
て
一

一
兵
送
会
中
山
M
m
特
務
長
部
分
災
産
物
部
ム
〔
内
正
午
か
ん
午
怯
z
v
問
問
い
合
わ
せ
農
政
訴
'

…
H
H
R
n
m
間
{
口
同
)
午
前
み
か
り
時
ま
で
童
話
事
的
、
午
後
Z
時

，

州問中地
6
琴

線

寄

山

ン

仙

ね

た

か

~

疫

反

却

が

術

工

円

札

ム2

ご
〉
、

i
I
i

ィ
ち

i
グ
'
J
4
7

、3333aE
之

島

フ

あ

む

z
t湾
問

〉

イ

か

/ィ、

大
急
な
社
会
開
問
削
閣
と
な
っ
て
い
る
教
師
陣
自
転
車
。
緊
急
車
両
(
救
急
車
‘
消
防
車
等
)
の
通
行
の
妨
げ

ιも
念
り
か
ね
ま
せ
ん
Q

後
在
、
紙
約
誼
畿
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
(
叩
月
i
H
月
)
実
施
中

で
す
。
駅
間
綱
辺
部
数
縫
闘
紘
車
各
S
A
固
で
も
減
ら
す
よ
う
市
民
の
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ー
市
民
生
活
課

l

子
駅
出
日
月
四
日
(
本
)
夫
一
土
台
訳
、

湖
北
駅
北
H
w
m
H
月
初
日
(
金
)
席
性

駅
司
新
木
駅
、
湖
北
駅
南
口

保

管

場

所

タ
リ
ノ
セ
ン
タ
ー
て
保
管

お

ね

が

い

キ
滋
総
上
に
白
紙
平
等
ふ
」
奴
絞
り
守
す

必
ず
的
転
車
登
川
崎
や
肉
転
車
摘
り
品
川

を
ら
}
創
刊
尉
く
だ
さ
い
約

品
・
中
航
機
的
J
広
め
た
め
、
仲
は
所
司
氏
名

階
級
執
す
向
付

11丹18詞，

ゴ
ミ
の
袋
に
名
前
を

塞
く
の
は
な
ぜ
?

{
名
品
川
底
コ
ミ
山
中
に
ヵ
コ
ヒ
シ
力
日
出

へ
す
る
と
民
却
が
の
叫
川
町
同
一
以
山
出
と
な
り

ま
す
ま
た
れ
手
主
氏
花
的
知
た
に

も
な
る
た
山
屯
i
H
J
K
ナ
一
出
寸
了
コ
ミ
に
次

打
を
ι
一
て
い
た
亡
く
ヂ
め
て
す
立

す
れ
腕
必
ず
伊
川
き
ま
し
T
J

布
団
と
衣
類
は
一

資
源
で
ザ
か
?
」

永
綿
ル
ル
サ
ん
に
か
か
わ
h
イ
ヲ
炎
ぬ

主
主
的
自
転
中
等
を
撤
去
し
ま
す
。
も

し
ん
な
さ
ん
め
陀
胤
L
て
い
る
jM転市町

下
少
叩
い
き
を

L
H
J
l
し
~
フ
っ
、
一
)
~
一
3
4
A
和
ト
4
2
一

1
;
1
J
E
f
t
-
L
t
』

(

!

お

鞍

い

2
』
，
r仁
F

ゐ

¥4'み
J
3
2
J
J

グ
2
J
2
2
7
;
t
y
・
は
け
?
」
，
d
A

玄
た
は
コ
~
ι
h
m
叫
L
3
る
一
主
一
ど
不
明
会

」
口
カ
あ
り
品
目
治
公
て
説
明
会
等
を

前
ぜ
き
れ
る
山
内
，
A
H
は
ク
ワ
?
/
L
P
ン

タ
1
A
K
P
前
仁
液
刊
行g
し
ご
く
た
さ
い

町
時
'
o
h
治
信
力
説
明
に
つ
か
カ
い

令書語い会わせ

き主i霊型軽議室華
{ヲザーンセンター}
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属

政

酪

記

よ

る

日
卒
盟
組
糊
の
融
持

麗

け

出

額

菌

母

国

同

月

間

畠

ま

で

u
f日
以
汁
死
亡
の
時
に
…

主

的

年

主

主

主

主

的

7

¥
九

/

門

局

け

出

先

〉

改
正
に
よ
り
U
本
人
グ
一
2
で
次
の
条
r
u
U
J
F
、
¥
¥
二
〆
/
/
/

ぎ
色
濃
え
る
外
明
白
人
は
、
法
務
大
臣
勺
，
ρ

y

/

/

/

/

/

/

凶
絡
を
取
得
し
よ
ー
っ
と
す
る
人
的
九
日

忌
け
一
三
二

υ:っし主
ι

イ

仰

!
4
2》
し

ま

日

本

に

あ

る

埼

ヘ

μ
は
、
そ
の
住
所

間
協
絡
を
絞
沼
押
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ベ
ー
γ
1
¥
地
を
符
持
す
る
法
務
局
ま
た
は
地
h
法

M
掛
け
山
山
に
よ
り
廿
本
山
同
誌
を
取
得
人
カ
駁
け
出
を
す
る
こ
と
い
か
で
き
ま
す
υ

務
応
外
国
に
陀
所
を
向
す
る
と
き
は
、

で
与
る
吟
合
は
い
〈
っ
か
あ
り
ま
す
リ
日
山
誌
を
心
得
し
よ
う
と
A
Z
F
C
人
カ
、
そ
の
出
に
あ
る
白
外
公
館
へ

が
必
主
的
制
点
灯
J

叫

に

外

交

人

的

父

君

2

1

1

5

九

日

主

主

(

届

け

出

入

〕

と
は
ι
守
系
列
め
討
と
グ
泣
い
一
生
ま
れ
た
日
ま
て
に
せ
ま
わ
れ
た
こ
と

7
の
ω
闘
機
車
協
昨
町
総
け
山
知
は
路
間
月
開
川
川
川
認
を
取
得
し
よ
J
J
と
ナ
る
人
ム
刀
、
出
版
以
上
の
と
き
は
ド
人
己
流

行
一
月
)
ま
?
ど
さ
れ
て
い
ま
す
め
て
日
本
同
氏
で
あ
勺
た
こ
と
が
丘
い
こ
と
に
未
満
町
、
プ
主
は
、
制
片
山
昔
、
後
見
人
な

ご
液
凝
く
だ
さ
い
フ
…
1
2
M
川
絡
を
取
得
し

4
7
と
ず
る
人
の
山
山
ど
の
法
定
代
理
人
か
凶
け
出
な
け
れ
ば

たし

η
幸
二
手
M
J
1
u
r
G
E
L
r
h
つ
九
二
二
止
)
ま
さ
i

(

題

け

出

の

条

件

〕

と

包

括

L

i

l

t

-

」

/

1

1

配

せ

F
草
地
行
法
務
詰

w
る

支

給

総

務

係

官

(

ね

)

9

2

7

5

川
刈
緩
や
v
取
得
し
よ
t
と
ナ
る
人
的
世

「

彰

開

請

〆
J
S
!
¥

ル
引
!
"
闘
M
P

⑨

拙

糊

-P
以

強

/

1

¥

・4
・

カ
ス
は
私
た
ち
の
佐
伯
に
欠
く
一

の
て
主
主
い
大
引
な
コ
不
ル
キ
i
て
す

し
カ
し
、
山
山
別
法
を
誤
る
と
他
人
を
ま

と
三
ニ
ん
h
r
一
事
故
に
も
な
り
か
わ
ま
ぜ
ん
u

M
出
刊
な
カ
ス
を
正
し
く
安
全
に
悼
う
土

め
、
止
の
占
に
」
行
自
い
て
く
だ
さ
い

争
郡
市
カ
ス
は
士
部
て
は
桶
凶
カ
ス

の
開
同
仁
h
一
ノ
た
機
器
を
使
い
ま
し
ょ

争
以
円
か
ま
も
と
排
h
片
山
川
付
ウ
ス
民
認

は
H
し
く
取
付
け
ま
、
-
+
サ

争
カ
ス
肌
M
H
ハ
令
一
山
町
府
内
燃
は
1
対
校

AVムゲ

4
?と
M
M
れ
な
い
時
は
お
伎
を
L
め

ま!一
Z
ワ

A
V
コ
/
口
な
と
れ
ハ
ナ
i
力
汚
AhHN

r
p
完
士
院
埼
の
も
と
て
す
ニ
ま
内
心

F
八
れ
を
、
土
い
i
う

{
ガ
ス
司
令
む
れ
に
気
づ
い
た
ら
}

ホリ

d
u
を
開
け
肋
H
L
c
d
ヘ
品
川
山
、
ノ
ー

タ

i
「

J
F
ク
や
一
討
内
る

D
K
代
ふ
と
す
一
が
ん
じ
7

ァ
、
五
一
代
ハ
，

f
7
3
:
~
t
i
p
i
A一

I
f
乙

ス
イ
ノ
手
聞
に
ひ
子
を
ム
い
に
な
、

L
ふ
世
中
て
も
す
く
に
今
夫
会
日
刊
に
w
w
一

時
す
る

w
v
問
い
合
わ
せ
ん
花
時
f
A
ヴ
ス
柑

E
一…
U

て
ま
i
7
5

〈
被
害
を
築
け
た
ら
履
け
出
令
V

伸
之
単
約
一
波
宝
日
を
受
け
た
約
3
分

緩
む
の
ー
の
十
々
は
、
開
明
け

犯

引

引

出

を

三

て

い

三

「

F
M
P
M
F
F

調

き

ι
ん
の
万
一
、
徒
主
主

司

祭

議

制

受

け

た

均

九

M

は

屯

H

m

名

窃

館

主

主

い

か

へ

指

都

議

ま

ら

さ

え

F
L

ず
に
攻
略
吋
は
そ
め
ま

ま
に
し
と
何
納
付
み
ど
く
た
ざ
い

w
v
m
附
い
会
わ
せ
ぬ
代
M
m
z

控
門
的
制

)
o
i
i
o

し
ま
凶
な
ん
か
。

曹

v
器
時
日
円
庁
内
以
門
れ
ぺ
川
口
J
h
r
ぃ
則
的
戸
時
円
山
川

分
か
ら
午
後
3
時

V
塘
…
附
け
拍
沖
税
務
者
市
民
生
枕
畑
山
バ

マ
融
問
階
ー
に
吟
吋
2
、
υ
0
0
仰い

チ
材
料
品
れ
~

w
v
定
減
税
f
小
山
桜
…
光
石
川
ヲ

V
時
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
H
7
り

H
へ
け
け
・
品
印
存
地
~
ま
ず
お
に
ハ
ム
ワ
キ

で
、
同
町
子
川
氏
名
、
年
齢
一
学
年
ぺ
比

品
川
ョ
屯
話
番
り
、
刷
出
1
1
r
m
u
山
れ
あ
い

教
主
参
加
培
ぜ
と
珂
一
江
i
一
、
我
孫
f
l

G
8
4
共
同
m
f
指
数
主
円
建
只
会
社
会
教

ぢ
点
宮
一
J
J
i
l
E
ー
へ
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は
え
て
世
帯
汁
が
ん
体
が
ョ

子
と
も
か
ら
山
口
が
滋
仏
な
な
い
時
期
で
大

変
な
持
沼
で
ず
が
、
総
本
的
を
生
活
習

恨
を
身
に
コ
け
M
A
V

せ
る
し
〈
切
な
時
相
関
で

す
。
腕
肉
食
に
符
て
て
い
く
為
に
も
う
一

波
微
鏡
、
父
劉
的
役
割
を
み
つ
め
な
お

し
て
み
ま
せ
ん
か
e
該
当
局
に
受
け
わ

れ
な
か
サ
た
や
々
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
凶

V
持
参
母
子
鍵
綾
子
銀
、
関
絞
殺

(
市
町
由
も
忘
れ
ず
に
絞
人
く
幻
普
い
M

4
1輩
6
か
月
四
時
懲
燦
総
畿
滋
終

町
出
附
則
利
引
j
t
j
J

日

明

制

削

年

zzさ

i
日
か
り
日

g

法
ふ
念
事
れ

ゃ
ん
体
持
を
行
っ
て
い
す
尽
を

よ
く
動
か
す
二
と
な
ど
、
い
山
崎
き
ん
の

働
き
か
け
に
よ
ゥ
て
本
ち
ゃ
ん
の
成
長

や
子
ば
ら
し
い
も
の
に
す
る
こ
し
y

が
で

き
ま
す
ω

ぜ
り
お
い
ご
く
ど
き
い
。

4

喝
嚇
問
問
沌
欄
綴
悶
m
Hi

F恥一川
i
J
K

予
防
に
役
立
て
て
く
と
さ
い
a

な
ど
そ
の
院
砲
の
感
条
件
か
大
き
な
綜

容
を
持
つ
ニ
ど
が
多
い
よ
つ
で
す
内
叩

F
悶
閣
の
ぬ
校
野
略
的
世
燃
や
め
よ
う
に
、

絞
殺
、
ス
ポ

iγ
に
よ
る
ケ
カ
が
腎
uu
的
説
会
開
問
鵠
に
交
わ
セ
早
〈
寝
て

増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
命
運
動
会
学
〈
判
的
き
る
と
い
う
主
ヴ
な
闘
閥
単
に
で

f

b
フ
内
コ
ン
ペ
会
ど
孫
々
か
ら
犠
怠
る
こ
と
か
り
い
踏
め
ま
し
ょ
う
匂
特
に

し
み
に
し
て
禅
習
し
、
そ
丹
市
狩
討
を
中
年
以
時
的
人
で
は
、
常
呂
端
的
内
科

待
一
っ
て
い
て
の
ケ
庁
と
な
る
と
持
治
的
チ
三
J

ク
も
心
揖
け
て
く
た
祭
い
b

端
山
内
内
容
に
し
て
い
み
か
ら
寸
す
“

に
気
の
毒
な
感
じ
が
し
£
す
P

ふ
と
川
え
に
堵
担
方
法
で
す
が
、
与
問
を
鴻
ケ
カ
令
す
る
時
は
、
間
内
情
熱
料
、

で
3

ケ
み
を
し
て
か
ら
で
な
〈
、
ケ
仁
て
マ
ヘ
ポ
!
ツ
外
傷
的
多
犯
す
る
時
限
し
K
5〈
作
刑
し
ま
す
叫
ん
ふ
ホ

l
ム

ガ
を
し
な
い
よ
7
に

す

ゐ

に

は

と

?

の

き

ち

ん

と

し

た

諮

問

刷

、

ク

ラ

ン

f

し
た
ら
災
い
か
符
え
て
ん
ま
し
ょ

1

民
民
的
慾
織
も
入
念
に
り
ま
た

ス
ポ

i
ソ

外

山

内

的

以

測

を

認

去

し

た

ス

ボ

l
ヴ
に
殺
か
す
る
へ
ん
メ
J

も

的

が

あ

り

ま

す

の

で

、

ま

ず

こ

れ

サ

ボ

ー

ダ

ー

繍
縄
-
鰻
メ
問
中
加
盟

鍵
締
締
官
ン
指

J
i明
--eh

ス
ポ
ー
ツ
外
慣
の

M
M
 

引
市
出

(
糖
民
癒
叡
毅
一

け
月
9
日
1
H箆
は
吋
輔
怖
緩
抑
制
緩
開
聞
い

qi陸
セ
ン
タ

l
て
は
筏
川
知
子
治
以
降
州
開

会
的
先
生
咋
を
議
削
に
仰
…
え
糖
尿
痛

殺
山
主
を
同
期
間
出
し
ま
す
6

出掛
4
臼
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F主主輩、従による言受や絞め発表

~B善寺 1'1，'ヨ8日(cヨ〉とに絞善寺35

分からと子主主2時

~話器F高 裁孫子養護ぎ品物校付:詩鐙

験問い合わせ まえミ菜子釜護学校

間〆87)083'1

mf主体衛隊からのお知ら投
1'11'寺3のく若君主 ltiE定パレ…;;)(

jし;民主主のため、'F綴9話事から
さ子事長3草者までサ:ア…?の笈

flll，主総菜ません。

~臼略 荻〉午後 1

5だら時〈総長300名〉

惨費議員有 守二言葉県文化会総代 Jlノ

þo~議終 fタ工会江)主主化c二塁審ら〕の

三三代tij矢子おれ平論家〉
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努包箆

b話華街 手芸事波公陸自〈雨天5ξn

炉内容ツヴイラ1，--，，[5，
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B炉問い合わな

金子殺(84)/1584
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診察夜 中手黒公宗鐙
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1 Btアう

験醸し込み.F.¥lい重宝わ甘 神係官
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我孫子'11;緩コンク…}レ
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ζいらもい号懇ノにおよび主主!本

企業、只泳、信治会等専〉

う穀詩望室雪隠しノている2同i以上

の花:呈

会計ガ2"ず誌えた〉があるぷ点。

1>申しi2'.iI:J'問い合わ廿
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Eヨ芯子宮〈尽3)31()7

、言邑76E
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